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「一 羅 轟爾 育成を重藩 導の三一1
L______」

1主 題設定の理由

現行 の中学 校学 習指導要領 に示 され た外国語科 の 目標 は、「(1)外国語 を理 解 し、 外 国語 で 表

現す る基 礎的な能力を養 い、②外国語 で積極的 にコ ミ3ニ ケー シ ョンを図 ろうとす る態度 を育

て るとと もに、(3)言語 や文化 に対す る関心を深あ、国際理解の基礎 を培 う」で ある。(1)は 従 前

の指導 要領 に もあ ったが、② は今回初 めて示 され たため、 どち らか とい うと注 目され、重 視 さ

れが ちで ある。 しか し、(2>を満 たす ためにはまず(1)の指導を欠かす ことがで きない。外国語 を

きちん と聞 いた り、読 んだ り、話 した り、そ して、書 いた りす ることが で きて 、初 めて外国 語

学習の意欲 が湧 き、外 国語で積極 的に コ ミーニケー ションを図 ろ うとす る態度 がで きる。

そのために は、 さま ざまな言語活動 を一層充実 させ ることによ って、基礎的 ・基 本的事項 を

定着 させ なが ら、 コ ミュニケー ションの ためにそれを積極 的に活 用す る能力 ・態度を育成 す る

必要 があ る。 さ らに、生徒一人一人の発想を豊 かに し、個性 に応 じた表現 力な どを育成 して い

くことが大切で ある。

そ こで、 この研究 を進 め るに当た り、次 の三っ の小主題を設定 した。 それ に基づ き、各 分 科

会で は生徒 や教師 に対 してア ンケー トによ る実態調査 を行 い、生徒 や教師 の実態 を把握 した。

そ して、授業研究 を通 して指導 の工夫 を図 りなが ら、研究主題を検証 してい った。

第1分 科会 では、「英語 に対す る興味、関心 、意欲 を引 き出 し、積 極 的 に コ ミュニ ケ ー シ ョ

ンを図 ろ うとす る態度 を育 て る指導 の工夫」 とい う小主題 を設定 した。生徒 の興 味や関心 を喚

起す るよ うな教材 や場面設 定を工夫 す ることによ り、英語 を使 お うとす る意欲 を引 き出す こ と

がで きれば、積極的 にコ ミュニケーシ ョンを図 ろうとす る態度 を育 て ることがで きるで あ ろ う

と考 え、指導 を工夫す ることと した。

第2分 科 会で は、「リスニ ング能力 を高 めるために継続 してで き る指導 の工夫 」 とい う小 主

題 で、 日常 の授業 の中 で継続的 に効果的 な リスニ ングの指導を行い、 リスニ ングの能力 を高 め

れば、 コ ミュニケー シ ョン能力 を高 めることがで きるで あろ うと考 え、指導の工夫 を図 った。

第3分 科会 では、「生徒 に自 ら発話 させ る指導 の工夫 」 とい う小主題 で 、生 徒 に基 礎 ・基 本

の力 を付 けなが ら、かっ段階的に、継続 的に英語 を話す活動 を与 えて いけば、 自信 を も って 自

ら発話 で きるよ うになるであ ろうと考 え、活動例 を中心 に研究 を進 めた。

II研 究の経過

総 会

第1回 月例会

第2回 月例会

第3回 月例会

第4回 月例 会

4月12日

5月9日

6月1日

6月23日

7月13日

都立教育研究所 年間予定、 自己紹介、世話人等選 出

墨 田区立寺島中学校 研究主題決定、研究 の進 め方 の検 討

渋 谷区立松濤涛 中学校 砥究授業1(佐 藤弘子教諭)研 究構想

大 田区立大森第七 中学校 研究授業II(堀 江昌枝教諭)仮 説の検討

荒川区立 第七 中学校 研究 ・内容方法具体化、実態調査の検討
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1

御岳研究集会

第5回 月例会

第6回 月例会

第7回 月例会

第8回 月例会

第9回 月例会

研究発表会

8月20日 ～22日

9月12日

10月9日

10月27日

11月21日

1月18日

2月9日

青梅市御岳山宿坊

江戸川区立瑞江中学校

豊島区立真和中学校

足立区立第十四中学校

羽村市立羽村第二中学校

八王子市立長房中学校

多摩市立多摩中学校

実態調査 の分析 と問題点 の整理

検証授業1(近 藤浩教諭)報 告書計画

検証授業II(山 岸順子教諭)報 告書検討

検証授業皿(柳 田章教諭)報 告書検討

最終原稿検討 ・提出 補助資料作成準備

発表 会準備 公開授 業指導案検討

公開授業(安 藤昌明教 諭)研 究 発表

皿 研究の構想

〈研究 主題〉

コ ミュニ ケー ション能力 を高 め るために、基礎的 な能力 の育成 を重視す る指 導 の工夫

〈小主題〉

英語 に対 す る興味、関心 、意

欲を引き出 し、積極的にコミュ

ニケー シ ョンを図 ろ うとす る

態度 を育 て る指導 の工夫

〈仮説〉

生徒 の興 味、関心を喚 起す

るよ うな教 材や場面設定 を工

夫す ることによ り、英語 を使

お うとす る意 欲を引 き出 す こ

とができれば、積極的にコ ミュ

ニケー シ ョンを図 ろ うとす る

態度 を育 て ることがで きる。

〈 内 容 ・方 法 〉

(1)ゲ ー ム を使 った活 動

(2)ビ デ オ映 画 を使 った 活動

(3)英 語 の歌 を使 った活 動

(4)ス ピー チ を取 り入 れ た 活動

〈 小主題〉

リスニ ング能力を高め るたあ

に継続 してで きる指導 の工夫

〈 仮 説 〉

相 手 の 言 って い る こ と が 聞

き取 れ な い ことが コ ミュニ ケー

シ ョ ンの意 欲 を そ いで い る。

日 々の授 業 の 中 で継 続 的 に

効 果 的 な リス ニ ングの 指 導 を

行 い、 リス ニ ングの能 力 を 高

め れ ば 、 コ ミュニ ケー シ ョ ン

能 力 を 高 あ る こ とが で き る。

〈 内容 ・方 法 〉

(1>T-Fテ ス トを 中心 と した

指 導 例(意 外 性 、 ゲ ー ム性

を もっ もの)

(2)Q&Aを 中心 と した指 導 の

工 夫(聞 こ う とす る状 況 が

生 ま れ やす い身 近 な内 容:

生 徒 の プ ロ フ ィー ル)

〈小主題〉

生徒 に 自ら発話 させ る

指導 の工 夫

〈仮説〉

生徒 に基 礎 ・基 本 の

力 をっ けなが ら、 か っ

段階的 に、継 続的 に英

語 を話す 活動 を与 え て

いけば、 自信 を もって

自 ら発話 で きるよ うに

なる。

〈 内 容 ・方 法 〉

(1)音読

(2)話 さ ざ る を え な い 状

況:Retelling

(3)話 した くな る状 況

(4>実 際 の 言 語 使 用 に よ

り近 い状 況

Show&Tell
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IV研 究 の内容

第1分 科会

1小 主題
一 一 一 『 』1

英 語 に対 す る興 味 、 関心 、意 欲 を 引 き出 し、積 極 的 に コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを 図 ろ う

L竺 竺 る#aの工夫

1一
2小 主 題 設 定 の理 由

本 年 度 、7月 に行 った 実 態調 査 で 次 の こ とが わ か った 。全 学 年 を通 じて 、生 徒 た ち は 、 自

分 に と って 身 近 で 現 実 に近 い教 材 を 用 いた活 動 に主 体 的 に参 加 で き る こ と を 、 「楽 し い」 と

感 じて い る。 ま た、 そ の 活 動 を 通 じて 「わ か ったJと い う成 就 感 を求 あ て い る。 したが って 、

この よ うな 活動 を学 年 に応 じて 系 統 的 に 行 い、3年 問 を 見通 した計 画 の 中 で よ り多 く授 業 に

取 り入 れ る こ と に よ って 、 積 極 的 に コ ミsニ ケー シ ョ ンを 図 ろ う とす る態 度 を 育 て られ る の

で はな いか と考 え 、 この 小 主 題 を 設 定 した。

3仮 説

「 彌 や関心を喚起するような教材や癒 嚢 ξ蔚 る・とにより、英語訓

1
使 お う とす る意 欲 を 引 き 出す ことが で きれ ば 、積 極 的 にaミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンを 図 ろ う

とす る態 度 を 育 て る こ とが で き るで あ ろ う。 一
4実 態 調査 の 結 果

7月 の初 旬 に、 生 徒 の 英 語 に対 す る興 味 、 関心 、意 欲 の 要素 を知 る ため に ア ンケ ー ト調 査

を行 った 。調 査 の 結 果 、 都 内16校 の1年 生 か ら3年 生 まで の 中 学 生 、2,695名 の 回 答 を 得 る

こ とが で きた 。以 下 、 そ の 分 析 で あ る。

(1)「 あ な た は今 、英 語 の 授 業 が 楽 しいで す か 。」 の 問 い に 「は い」 「い い え 」 「ど ち ら で も

な い 」 の形 式 で 答 え て も らい、 「は い 」 と答 え た理 由 も書 いて も ら った 。

① 学 年 に よ る対 比

英 語 を 楽 しい と感 じて い る生 徒 は学 年 が上 が る に つ れ て減 少 し、一 方 楽 し くな い と感

じて い る生 徒 は逆 に増 加 す る傾 向 に あ る。楽 しい とす る理 由 と して 、 高 学 年 に な る に し

た が って 英 語 の 技能 そ の もの へ の 興 味 や 関心 だ け で な く、 そ れ を 身 に付 け る こ とに よ っ

て英 語 を 使 え た と い う成 就 感 を あ げ て い るの が 目立 っ 。 た とえ ば 、声 を 出 して読 む こ と、

英 語 の音 声 を 聞 くこ と、 英 語 の 文 を 書 くこ とを理 由 と して い る のが1年 生 に 多 いの に 対

し、3年 生 で は、 英 語 で 会 話 が で き た こ と、外 国 人 英語 指導 員(ALT)と 英 語 で 話 が

で きた こ と、 思 うこ とを 簡 単 な英 語 で 書 け るよ う にな った こ と等 、 自分 か ら主 体 的 に 取

り組 む こ と に よ って 得 られ た成就 感 や達 成 感 を理 由 と して い る こ とが 注 目 で き る。

② 学 年 を 通 じて 言 え る こ と

英 語 を 楽 しい と感 じる生 徒 は、 「楽 し くな い」 と答 え た生 徒 と比 べ た場 合 、 そ の 数 は

大 き く上 回 る。 楽 しい理 由 と して は、 歌 を 歌 った り、 ビ ンゴ な ど の ゲ ー ム が で き た り、

4技 能 の それ ぞれ 変 化 に富 ん だ 学 習 な ど、 英語 の 授 業 の多様 性 か ら くる もの が 多 くあ げ
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られて いる。一方 、楽 しくない理 由では、「繰 り返 し覚 えなければな らない ことが多 い」

「授業 の進 め方 がパ ター ン化 されてい るJ「 だんだん わか らな くな って きた」 「先 生 が か

わ って しま った」等 が顕著 であ る。また、学年が上 が るにっ れて このよ うな理 由が比較

的多 く書 かれてい る。 つま り、学習量 の多 さや授業 内容 の単調 さ、系統性 の なさか ら く

る不適応 と考 え られ る。「楽 しい」理由 は、「楽 しくない」理 由 と表裏 をな しているため、

楽 しい理 由の要素 を分析 ・考察 し、 それを授業 の中 に積極的 に取 り入 れて い くこ とが、

多 くの生徒 が 「楽 しい」 と感 じる授業作 りのためには重要 である と言 え る。

グ ラフ① あなた は今英語 の授業が楽 しいですか。

1年生 2年生 3年 生

(2)英 語 の 授 業 で ど の よ うな こ とを して も らい た いか を、 下 記 の よ うな23項 目の 中 か ら3っ

だ け選 ん で も ら うよ うに した 。(グ ラ フ②)

グ ラフ② あなたは英語 の授業 でどん な ことを して もらいたいですか

%

YO

la

田

つ

【1

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ ーrツ テ ト ナ ニ ヌ

ア、友達同士での会話練習

イ、外国人の先生 との会話練習

ウ、英語の スピーチ

ェ、英語の歌を歌 う

オ、英語で 自由 に作文を書 く

カ、英語で手紙を書 く

キ、英語で意見文を書 く

ク、英語で詩や物語を書 く

ケ、英語の聞 き取 り練習

コ、英語の歌を聞 く

サ、英語版の映画や ビデオを見 る

シ、外国人の先生の英語を聞 く

ス、 テープの後 にっいて読 む

セ、外国人の先生 の後にっいて読 む

ソ、みん なで一斉 に声を出 して読 む

タ、英語 の物語 を読む

チ、英語 の新聞 や雑誌の一部を読 む

ッ、英語 の詩 を読 む

テ、外国 の文化 や習慣につ いて知 る

ト、文法 にっ いて詳 しく知 る

ナ、教科書の 日本語 訳を知 る

二、教科書 に出て いない単語をた くさ

ん覚え る

ヌ、 日常会話 に役立 っ言 い方を覚え る

学年を越 えて、(サ)「 英語 で話 す映画や ビデオを見 る」 と、(ヌ)「 日常 会話 に役立 つ 言

い方を覚 え る」 を選 んだ者 が圧倒 的に多い、映像 の時代 を反映 して いるのか、生徒 の多 く

が臨場感 のあ る事柄 を英語 を通 じて楽 しめ ること、また実用 を 目指 して学習で きることを

望 んで いる と言 えよ うか。友達 同士 での会話練習 やALTと の会話練 習、英語の歌を歌 う、
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罫

又 は聞 くこと、英語 の物語 を読む こと、外 国の文化 や習慣 にっ いて知 る こと・が比較 的多

いの も、 同様 に、 目的意識 に基づ いた英語学習 への意欲 や関心 の表 れ と言 え る。

5具 体的な方策

本分科会 では、上記 の仮説 に基づ き、生徒の興 味や関心 を喚起す る教材 と して、次 のよ う

な ものを取 り上 げ、実践 を行 った。

まず、言語活動 にゲ ーム的 な要素が加 わ ることが、生徒 の興味 を引 くことか ら、 その実 践

例 をあげた。つ ぎに、英語で話す映画を見 ることの実践例 。さ らに、英語 の歌 を歌 うことの

実践例 。最後 に、身近 な話題を英語で ス ピーチす ることの実践例 を紹介 す る。

指 導 例1ニ ゲ ー ム を 使 っ た活 動(1年)

① ね らい ・身 近 な ものを 使 って 、 簡単 な 英 文 を話 す こ とが で き るよ うにす る。

・双 六 ゲ ー ムを 使 って 、生 徒 が興 味 を もち意 欲 的 に取 り組 め るよ うにす る。

② 指 導 過 程

ア

イ

ウ

工

数

問

備

順

人

時

準

手

1グ ル ー プ4～5人 程 度

20分 程 度

ゲ ー ム ボ ー ド、 ピク チ ャー ボ ー ド、 駒 、 サ イ コ ロ

塞.CT●Sr_NjOYl

1)最 初 に ピクチ ャ ー カ ー ド

を使 って 、身 近 な単 語 の 復

習 を す る。(pen,hatな ど)

2)次 に 、 そ れ を使 って 文 を

作 り、発 表 す る。

3)グ ル ー プ を班 の形 に して

座 らせ 、 じゃん け ん等 で 、

順 番 を決 あ させ る。

4)順 に サ イ コ ロを振 り、 双

六 の要 領 で 、ゲ ー ムを行 う。

5)絵 の と こ ろ に止 ま っ た ら

既 習 の 文 型 を 使 った 文 を 発

表 す る 。(Iplaysoccer.

ThisisaCap・ な ど)

6)言 え なか っ た場 合 は、 出

た 目の数 を 戻 る。

*文 を 作 るの に 、8秒 以 内 な

ど、 時 間制 限 を す る と盛 り

上 が る。
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,

③ 考 察

Be動 詞、一 般動詞 を ある程度学習 した後の まとめと して、ゲ ーム形式 での復 習を試 み

た。ゲ ームを授業の中 に取 り入れ た場合、生徒 たちは自然 に英語 で話 した り、 グル ープ

内で積 極的 に英語で コ ミュニケー ションを と って いる。 そ して 「またや りた い」 とい う

多 くの生徒 たちの声を聞 くことが で きた。特 に1年 生 の段階 では、生徒 た ちの英語 に よ

る活動 への意欲を喚起 し、英語へ の興味 ・関心 を高 ある効果 が大 きい。 これを 日常 の授

業 の中 に継続的 に、 また学習段階 に応 じて系統的 に行 うことで、よ り一層 の効果 が期 待

で きる ものと考え る。

指 導 例2:ビ デ オ映 画 を使 った活 動(1年)

① ね らい 教 科 書 で の既 習 英 語 表 現 が 、 ビデ オ映画 の 中で生 き生 き と した コ ミュニ ケ ー

シ ョ ンと して使 わ れ て い る こ とに気 付 かせ 、 そ れ を積 極 的 に 聞 き取 らせ る。

② 指 導 過 程 指 導 時 間:2時 間 準 備:プ リン ト、 フ ラ ッ シ ュカ ー ド

使 用 ビデ オ映 画:「 美 女 と野 獣 」

教 師 の 指 導 生 徒 の 活 動 留 意 点

事

削

・ビデオの中で既 習の英語

表現 を探 してお く。

・日本 語 版 で見 て お く。 ・日本 語 版 で の映 画 会 な ど

で き る と よ い 。

当

日

の

活

動

(1)タ イ トルや 名前 を フ ラ ッ

シ ュ カー ドで発 音 す る。

(2)日本 語 で補 足説 明 しな が

ら ビデオ を 見 せ 、 既 習 の

英 語 表 現 が 出 て き た ら プ

リ ン トに記 入 させ る。 ま

た 、 ビデ オの 内 容 に っ い

て 、 既 習 表 現 でQ&Aを

す る。

・英 語 版 の 映 画 を 見 た感 想

を書 か せ る。

・物語 の中で、既 習の英語

が どのよ うな場面 で話 さ

れて いるか理 解す る。

・既習の英語 表現や単 語 で

聞 き取れた ものが あ った

ら、書 き留 めてお くよ う

にす る。

・英語で話 され る映画 を見

た感想を書 く。

・聞 き取 らせ たい英語 表 現

が使われて い る場面 で、

注意 して聞 き取 るよ うに

生徒 に言葉 をか ける。

・速 い言 い回 しは聞 き取 れ

な くて もよ しとす る。

・英語 のどの言葉 に感動 し

たか。

③ 考 察

今 回 使 用 した ビデ オ映 画 は、英 語 の発 音 に くせ が な く、生 徒 に聞 き取 りや す い 表 現 が

比 較 的 多 く、感 動 的 な表 現 も多 い 。 ま た 、物 語 の 内容 が す で に生 徒 た ち の間 で よ く知 ら

れ て お り、導 入 が しやす い 。 この よ うな特 徴 を も った もの を 精選 して 授 業 に取 り入 れ る

こ とが 必 要 で あ る。 生 徒 に書 い て も ら った感 想 の 中 に は、 「本 場 の 発 音 が 聞 け て よ か っ

た」 「自分 の知 って い る英語 の単 語 が あ った の で 、 け っ こ う楽 しか った」 「最 後 にGaston

が 野 獣 を殺 した と き と、BellがIloveyou.と 言 った と きが 、感 動 した 」 と い う感 想 が あ

り、 生 き生 き と した場 面 、 ま た感 動 的 な場 面 で使 わ れ て い る英 語 表 現 が 強 い 印象 と な っ

て生 徒 の心 に残 る もの で あ る こ とを うか が う こ とが で きた 。
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指 導例3:英 語 の歌 を使 った活動(2年)

① ね らい

・英語 の歌 を通 して英語 に対す る興味 や関心 を起 こさせ る。

・声を 出 して歌 うことによ り、英語 の リズムに慣れ させ る。

。英語 の言 い回 しを自然 に覚 えさせ る。

② 指導過程 く授業 での位置づ け〉 毎授業の初め にwarm-upを かねて歌 う。

教 師 の 指 導1生 徒 の 活 動1留 意 点1

導

入ー

,

i

ー

・月 初 めに新 曲を配 ゆ、ゆ っ

くり音読 す る。

。テ ー プで 曲 を1回 流 し、

歌 詞 や リズ ムを 聞 き と ら

せ る。

・教師の後について音読する.・ 既 習の文齢 項が あ 。周

・読 あ な い語 に は 力 タ カ ナ ら、 気付 か せ る 。

1を ふ る。

・曲 の 感 じを っ か む 。

陽
・徐 々 に歌 詞 を覚 え させ る。 .テ ープの歌に合わせて歌.徐 々醐 を嗣

う。 歌 え る よ う励 ます 。

i ・ワ ー ク シー トを 配 り、 単ま

と 語 又 は語 句 の 聞 き取 りを,
め させ る

。

・歌を聞 きなが ら下線 部 に ・弱音 になって い る音 を注

英語を書 く。 意 して聞 き取 らせ る。一
③ 考 察

現 在2年 生 は 、'ABCsong'や`TenLittleIndianBoys'等 の 歌 を 含 め る と 、 既

に20曲 以 上 の英 語 の歌 を歌 って きて い る。 選 曲 に あ た って は 、 で きる だ け そ の 時 の 学 習

内 容 に合 うよ う心 が け た 。 例 え ば 、1年 生 で 進 行 形 の 導 入 時 に は`Sailing'(Rod

Stewart)を 、2年 生 で過 去 形 の導 入 時 に は`YesterdayOnceMore'(Carpenters)

や 、`Yesterday'(TheBeatles)を と りあ げ た。 発 音 が は っ き り して いて 、 リズ ム感

の あ る曲 が生 徒 の間 で好 評 で あ った。1か 月 間 同 じ曲 を 歌 い続 け る と、 初 め は全 く聞 く

だ けで あ って も、3～4回 目 あ た りか ら次第 に 声 を 出 して 歌 う よ うに な り、 月 末 に は、

ほ とん ど歌 詞 を見 ず に歌 って い る。10月 に 次 の よ う な実 態 調 査 を 行 っ た。

・ 「『英 語 の歌 』 が 英語 の学 習 を す る上 で役 に立 って い るか」

役 に立 って い る …73%役 に立 た な い…6%ど ち らで もな い …21%

・ 「『英 語 の歌 』 が英 語 の学 習 に対 す る意 欲 や興 味 を 引 き起 こ して い るか 」

引 き起 こ して い る …65%引 き起 こ して い な い …4%ど ち らで も な い…31%

ど ち らで もな い と答 え た生 徒 の ほ とん どが 、 「楽 しい の で こ の ま ま続 け て 欲 しい 」 と

コ メ ン トして い る。 さ らに 「英 語 の歌 」 にっ いて 、 ・訳 を み る と勉 強 に な る ・ピ ア リ

.ン グの 力 が っ い た ・単 語 が覚 え られ る ・英 語 の歌 を 歌 え る とい うの が ち ょ っと 自慢

・読 め な い ものが あ って も知 らな い内 に覚 え られ る ・最 初 は難 しい と思 う け ど後 か ら

楽 し くな って くる ・いつ の ま にか 口ず さん で いて 、 その と き に歌 詞 が意 味 不 明 で も後

で 分 か っ た りす るの で楽 しい 、 とい った意 見 が 多 く出 た。

実 態 調 査 の 結 果 か ら、 毎 時 間 継 続 的 に英 語 の歌 を取 り入 れ る こ とが 、生 徒 に英 語 に 対
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す る興 味 や 関 心 を もたせ る一 っ の き っか け とな って い る こ とが わ か る。

指 導 例4:ス ピー チを 取 り入 れ た活 動(3年)

① ね らい 自分 の持 って いる写 真 を もとに 自分 た ち に と って 身近 な話 題 で英 語 の ス ピー

チをす る ことに よ り、意 欲 的 にコ ミュニケーシ ョンを行 お うとす る態 度 を育 て る。

② 指導 過 程

ス ピー チの 要 領

時 間 二約1分 間(毎 授 業 、4人 ず つ 行 う。 所 要 時 間10分)

利 用 す る もの:自 分 の持 って い る ス ナ ップ写 真 、新 聞 や雑 誌 の切 り抜 き等 。

流 れ:1)写 真 を テ レ ビ画 面 に 映 し出す 。2)写 真 にっ いて ス ピー チ を始 め る。

3)聞 き手 は所 定 の 評 価 用 紙 に記 入 。4)ス ピーチ後 、内容 につ いてQ&Aを 行 う。

ス ピー チの 内 容:写 真 に写 って い る もの にっ いて 、 自分 との 関 わ りを 話 題 にす る。

生 徒 の評 価 の 観 点:ア 話 す とき の声 の 大 き さ、 発音 イ 話 す と き の態 度(聞 き手 の

顔 を 見 る、 身 振 り手 振 り等)ウ 話 しの組 み 立 て(分 か り易 さ、

面 白 さ)工 良 か っ た と こ ろや 励 ま しの言 葉 を 書 く。

生 徒 の 活 動 教 師 の 指 導 留 意 点

1分 間 程 度 の ス ピー チ に な 事前 にで き上 が った原 稿 に で き るだ け易 し く短 い セ ン
事
前 るよ う所定 の用紙 に英 語 の つ い て ス ピ ー チ ら し く な っ テ ンス を作 る よ うに させ る。

指
導
ス ピー チ原 稿 を書 か せ る。 て い るか ど うか、 必 要 に 応

じて個別 に指導 を加 える。

用意 して きた写真 な どを テ ス ピー チ が スム ー ズ に で き 原稿 を見ず、聞 き手 の顔 を

レ ビに映 し、 そ れ に つ い て る よ う手 助 けす る。 見 なが ら話 す よ う心 が け さ

ス ピー チ を始 あ る。 せ る 。

当
聞 き手 は評価 シー トに評価 聞 き手 に評 価 シー トを配 布 。 身振 り、手振 りを交 え なが

日 を 記 入 しな が ら聞 く。 ら話 す よ う心 が け させ る。

活 やや難 しい内容 と感 じられ 恥 ずか しが らず、行動 にめ

動
る部分 は、再度 日本語 で補 りは りを もた せ る。

ス ピー チ を終 え た後 で 、 ク 足説 明 させ るなど して 理解

ラスの仲間か ら質問を受 け、 を深 め さ せ る。

そ れ に答 え る 。
1

③ 考 察

ス ピー チ の 内容 に っ いて 、 臨機 応 変 に英 語 の質 問 を す る こ とは な か なか 困 難 で あ る。

しか し、事 前 に質 問者 を 決 あ 、 そ の 内容 も事 前 に考 え させ て お くな ど、 ま た場 合 に よ っ

て は 日本 語 の質 問 が飛 び 出 して もよ しとす るな ど して、 徐 々 にQ&Aを 活 発 にす る こ と

が で きた。 ま た 、 回 を重 ね て要 領 が分 か るにっ れ て 、 自分 の こ とを み ん な に伝 え た い と

い う気 持 ち が高 ま り、 よ り内容 の濃 い ス ピー チを す る ことが で きる よ うに な っ た。
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6研 究 の成 果 と課 題

生徒 への意識調 査を通 して、生徒 が 「楽 しい」 と感 じて いる授業 の形態 や要素 を分析 し考

察 した。 さ らに、その結果を基 にして、生徒 の興味 ・関心を喚起す るよ うな指導 を工 夫 し、

実践 した。以下 、その成果 と課題 であ る。

(1)成 果

ア(ゲ ー ム)生 徒全員が参加 してい く状況設定 の中で、授業が活動 的 な もの とな り、 英

語 を楽 しく使 いなが ら、主体 的に学ぶ姿 を見受 ける ことがで きた。

イ(映 画)映 像 の もっ力 は大 きく、以前見 た ことの ある生徒で も、授業中食 い入 るよ う

に見ていた。授業後 も生徒 の間で ビデオを見て の話題が広が り、確実 に英語 に対 す る興

味 、関心 、意欲 を生徒 か ら引 き出す ことが できたとい う手 ごたえが あった。

ウ(英 語 の歌)最 初 は意味 が不 明解 で分か りづ らい英語表現が歌の詩 の中にあ った と し

て も、繰 り返 し授業 の中で歌 うよ うにす ることで、次第 に生徒が 自分 でその歌 を 口ず さ

むよ うにな り、その英語 が身近 な ものになって くるよ うだ。それが新 出の英語表現 で あ

る場合 は導 入が大変 しやす く効果的 であった。 また、毎回の授業のwarm-upと して も効

果 的であ り、授 業展開への盛 り上 が りをっ くる ことがで きた。

エ(ス ピーチ)主 体的に英語 で表現す る ことで、主体的 に相手の英語 を聞 こうとす る態

度 が生 まれた。ま た、身近 な物 を用いた身近 な話題を英語 にす る ことで、話 し手 は聞 き

手 の興 味を引 こうと した り、聞 き手 は意欲 的に内容を聞 き取 ろ うと した り、英語 で質 問

して さ らに深 い情報を得 ようと した りす るよ うにな って きた。

(2)課 題

ア(ゲ ー ム)学 習効果 のあ るゲームを考え、 それを継続的 に授業 に取 り入 れてい くこと

が大切 であ る。 しか しなが ら、生徒 の興味 や関心を持続 させ るよ うなゲームを考 えて い

くことは実際問題 と してなかなか困難 である。実践例 に示 したゲームは生徒 の興 味 ・関

心 に応 じて言語 活動を発展 させてい くことがで きる もの である。学年 や進度 に適 した こ

のよ うなゲ ームを今後研究開発 してい くことが課題 である。

イ(映 画)長 編の映画を授業 の中に継続的 に取 り入 れる ことは、準備 や設備 の点 か ら非

常 に難 しいことで ある。 しか し映画の中で使 われる英語表現 は生徒 に強 い印象 を与 え、

興 味付 けに効果的 である。英語版の良質 な映画 を精選 して学期 に1回 程度 の割 合で計 画

的 に取 り入れて いけ るとよい。

ウ(英 語 の歌)歌 と言 って も、生徒 にとってあ る程度歌 い こなせ るものでな ければ彼 ら

の興味 をそいで しま う。学年や進度 に合 わせて歌詞 を吟 味 して、よ り難 しい もの で も歌

いこな して いけるよ う適切 に歌を選 別 し、それを継続 的に提供 してい くことが課題 で あ

る。

エ(ス ピーチ)ス ピーチを聞 き取 る力を高 め るためには、生徒 の既習 の表 現力を大 き く

超 え る ことな く、生徒全体が学習 して いけ るレベルを保 ちなが ら進 めて い くことが必 要

で ある。 また、 ス ピーチの準備が生 徒の能力 を超 えた過重 な負担 にな らず、 ス ピーチ を

した り聞 いた りす る 「楽 しさ」が失 われないよ うに配慮 しなが ら、少 しずっ全体 の レベ

ルァ ップを図 る ことが大切であ る。
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S

第2分 科会

1小 主 題

リスニ ング能力を高 あ るために継続 して できる指導の工夫

2小 主 題設定の理由

本分科 会で は 「リスニ ング」 とい うコ ミュニケー ションの基礎的能力 を授業 の中で いか に

効果 的に育 成で きるか を中心 に指導法 の研究及 び教材 の作成 を試 みよ うと考 え た。

「聞 くこと」を受 け身的 な技能 ではな く、生徒 が自 ら 「聞 きた くな る」 よ うな指導内容 、

方法 を重視 し、更 には 「聞 くこと」 と 「話す こと」 の指導を分離せず 、 リスニ ングの内容 を

生徒 が積 極的 に確認 しよ うとす る場 を設 ける ことで 「リスニ ング」へ の意欲 も能力 も高 ま る

と考 え、 この小主題を設定 した。 そのために本分科会 では日々の授業 の中で活用で きる創 意

工夫 のあ る教材を作成す ることに した。

3仮 説

相 手 の 言 って い る こ とが聞 き取 れ な い こ とが コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの意 欲 を そ い で い

る。 日 々の 授 業 の中 で継 続 的 、 効 果 的 な リス ニ ン グの指 導 を 行 い、 リス ニ ン グの 能 力

を高 あ れ ば コ ミュ ニ ケ ー シ ョン能 力 を高 あ る こと が で き るで あ ろ う。

4実 態 調 査 の 結 果

リスニ ン グの指 導 にっ い て は 、 これ ま で数 多 くの研 究 が行 わ れ 、実 践 され て きた。そ こで 、

本 分 科 会 の 試 み の ポ イ ン トを明 確 にす るた あ、 都 内公 立 中 学 校 英 語 科 教 員 約50名 の 協 力 を 得

て 、 リス ニ ン グ指 導 に関 す る実 態 調 査 を行 った。 そ の結 果 、 約60%の 教 員 が 何 らか の リス ニ

ン グ指 導 を 毎 回 の授 業 の 中 に取 り入 れ て お り、 継 続 的 な リス ニ ン グ指 導 の重 要 性 が 改 め て 浮

き彫 りに な った。 ま た 、具 体 的 に ど の よ うな リス ニ ン グ指 導 を行 って い るか と い う質 問 に対

して は、 リス ニ ン グテ ス トの形 で、TrueorFalse、QuestionsandAnswers(以 下 そ れ ぞ

れT-F,Q&A)を 取 り入 れて い る とい う回 答 が圧 倒 的 に多 か った 。 ま た 、 市 販 の テ ス ト

を使 って の活 動 、 歌 を 使 って の リス ニ ン グ トレー ニ ン グ、 日常 生 活 に つ い て の 質 問 に、Yes、

Noで 答 え る活 動 な ど、 様 々 な工 夫 が な さ れ て い た。 他 に 、 英 語 だ け を 使 って 授 業 を 行 っ た

り、CDリ ピー タ ー の特 徴 を生 か した り、 テ ー プ ス ピー ドを調 節 で き る レコー ダ ー の利 用 な

ど も報 告 され た。

5具 体 的 な 方 策

「リス ニ ン グ」 指 導 に は 、大 き く分 け て2っ の側 面 が あ る。

① 英 語 を 聞 き取 り、 内容 の大 意 をっ か む指 導

② 話 し言 葉 で の音 の脱 落 、 連 結 、弱 化 な ど にっ い て の指 導

も ち ろん この 両 面 か らの指 導 が 不 可 欠 で あ るが 、研 究 主 題 の 「コ ミュニ ケ ー シ ョ ン能 力 を

高 あ る」 と い う観 点 か ら、 ① の指 導 を重 視 す る こと に した。

ま た 、 小 主 題 に あ げ た よ うに 「継 続 して で き る指 導 の工 夫 」 を考 え る上 で 、 次 の留 意 点 を

確 認 した 。

① 聞 こ うとす る状 況(聞 か ざ る を得 な い、 聞 き た くな る)を 設 定 す る。
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② 継 続 性 を もた せ るた あ に準 備 の負 担 を で き るだ け少 な くす る。

③ 意 外 性 、 ゲ ー ム性 を も った もの を 工 夫 す る。

以 上 の 点 を総 合 し、 現 在 最 も多 く実 践 され て い るT-Fテ ス トとQ&Aの 二 っ に注 目 し、

指 導 の工 夫 を 試 み た。

(1)T-Fテ ス ト

分 科 会 で の話 し合 いの 中 で 、 リス ニ ン グに は意 欲 や集 中力 が欠 かせ な い こ とが話 題 とな っ

た。 そ こで 、現 在 行 わ れ て い るT-Fテ ス トの 形 は変 え ず に、 解 答 用 紙 に工 夫 を こ らす こ

と で、 生 徒 の興 味 を 喚起 しやす いT-Fテ ス トと な る よ うに した。

① 作 成 した解 答 用 紙 の特 徴(資 料1参 照)

ア5問 のT-Fテ ス トに対 応 す る。

イ32種 類 の解 答 用 紙 が あ り、 す べ て の解 答パ ター ンに対 応 す る。

ウTかFか を 判 断 して 枝 分 か れ状 の経 路 を進 む と、4っ の ゴー ル の い ず れ か に た ど り

着 く。

工 全 問正 解 で な くと も、正 しい ゴー ル に到 達 す る こ と もあ る。

資料1

Q1正 答

T

Q2

F

Q3

T

Q4

T

Q5

F

TRUE一ｺ

FALSE-一 一一一1レ

Q3

め
② 授業 の準備

アT-Fテ ス トの題材の準備

教 科書、又 は市販の教材 、 自作 の教材 のいずれか を用意 す る。
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イ 解答用紙 の印刷

32種 類 の解答用紙 か ら解答パ ター ンに合 った1っ を選 び印刷 す る。

③ 指導例(資 料2参 照)

授業 の中で、授業形態 に合わせて取 り入れ るが、以下 は、教科書本 文の内容理解 の場

面 で指導 した例 であ る。 ここで は解答 用紙 の裏面 に問題文 と正答 が印刷 して ある。

Procedure Students Teacher Remarks

Oral Trytounderstandthe Introducethecontents

Introductionof contentslisteningtothe showingthestudents

Text teacher. somepicturecards.

Don'tlookattheother Distribute'T-Fsheets'.
.

concentration

sideofthe'T-Fsheet'.

Givefivesentencesto

Answerbydrawinga studentsaboutthecon一

T(orF)lineonebyone. tents.

Turnthe`T-Fsheet' Checkstudents'under一
¶ ■

positive

over,andcheckeach standingofthecontents. attitude

sentenceanditsanswer.

資料2解 答用紙記入例1

(Q3で 間違 ったが ゴール した例)

「

!

ー

、l

l
、ー

ー

解答用紙記入例2

(Q5で 間違えて ゴールで きなか った例)

「
ー 鰯

zX

魏 、

㌧

鰯1ζ ∋

1

(2)Q&A

Q&Aは 、T-Fテ ス トと同様 に授業 の様 々な場面 で取 り入 れ ることが で き、実態 調 査

の中 で も多 くの取 り組 みが報告 されてい る。そ こで以下 の点 に留意 してQ&Aの 工 夫 を試

み た。

① 工夫上 の留意点

ア 現実 にあ る身近 な題材 を選 ぶ。
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生 徒 が 興 味 を も って 取 り組 あ る よ うに 、架 空 の こ とで は な く現 実 に身 近 に あ る題 材

を 用 い る。.

イ 聞 き取 った ことが 次 の問題 を 解 決 す る材 料 に な る。

ただ 聞 き取 る ので は な く、 そ の 聞 き取 った 内容 が 、次 の課 題 を解 決 す る材 料 に な る

よ うに工 夫 す る。 そ れ に よ って 、 聞 くこ との み で はな く、話 す ことに もつ な げて い く。

ウ 確 認 の た めの 聞 き返 しは認 め る。

教 師 の 質 問 を 聞 き取 れ な い と き に は黙 って しま うの で は な く、教 師 に聞 き返 した り

す る な ど、 積 極 的 に コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンを 図 る よ うに促 す 。

②lntroductionCard(資 料3参 照)

生 徒 全 員 に英 語 の 自 己紹 介 カ ー ドを 作成 させ る。 そ の後 の授 業 で毎 回1～2枚 ず っ こ

の カ ー ドを紹 介 しなが ら、 リス ニ ング及 びQ&Aの 練 習 を行 う。

資料3

Class1一

IntroductionCard

Na()Name

1.Iam

2.Ilivein

3.Iusuallygetupat

andgotobedat

4.Ilike

5.Ilike

6.Ilike

7.Ilike

8.Ilike

9.Ilike(

10.Ihave

11.lhave

12.Iaminthe

yearsold.

)

)

)

).[ス ポ ー ツ]

).[教 科]

).[色]

).[動 物]

).[食 べ 物]

).[有 名 人]

brothers)and()sister(s).

)[数](),[ペ ッ ト]

club.

13.Mytelephonenumberis().

14.Myhoroscopeis().

15.Mybirthdayis().

)

カ ー ドの作 成 に際 して は 、「英 語 で 自 己紹 介 を しよ う。」 「今 ま で 知 らな か った ク ラ ス

の友 達 の意 外 な一 面 がわ か るか も。」 と動 機 づ けを 行 う。 た だ し、 生 徒 の プ ラ イバ シ ー

に関 す る質 問 に は注 意 を は ら う必 要 が あ る。

まず 、 教 師 が カ ー ドの 内容 を 文 章 と して 読 み上 げ 、 そ の カー ドが だ れ の もの で あ る か

を生 徒 に あて させ る。

次 に その カ ー ドの内 容 にっ いて 、 教 師 が英 語 で質 問 す る。指 名 され た生 徒 は 、質 問 の
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コ ド

内容 が よ く理 解 で き なか った と き に は"Pardon?"や"Oncemore,please."な ど と言 っ

て教 師 に聞 き返 す 。 ま た、 カ ー ドの 内 容 を覚 え て いな い と き に は、 カ ー ドの生 徒 本 人 に

英 語 で 質 問 し、 答 え を 得 る。

な お 、 資 料3の カ ー ドは1学 年2学 期 初 あ に作 成 した もの で あ る。 学 年 、 時 期 に よ っ

て カー ドの 内容 を 変 え る ことが で き る。

③ 指 導 例

以 下 は あ い さっ の 後 のwarm-upと して カ ー ドを使 用 した例 で あ る。

Procedure Learners'Activities Instructor'sGuidance Remarks

Warm-up "Let'senjoyIntroductoin

Card."

Onestudentpicksupone Theteachershowsthecards.

ofthecards.
"Pleasepicku

ponecard."

Thestudentslisten. Theteacherreadsthecard Change

substitutinghe/sheforthe theorder

subjectnounI. ofthe

Whenastudentcanguess sentences

whosecardthatis,he/she Theteachertellswhether onocca一

凸
triestoanswer. theanswerisrightornot.

.

sion.

Eveniftheanswerisright,

theteacherkeepsreading.

"Li
stenmore."

Studentsgoonlistening

untilthelast. Afterreadingthewholecard

theteacheraskssomestu一

Somestudentsanswerthe dentssomequestionsabout

questions.Whentheyforget thecontentsofthecard.

thecontents,theysay,

"Idon'tremember
,"and Whenthestudentscan't

askthestudentofthecard. understandthequestions,the

teacherletsthemsay,

"Pardon?"or"Oncesnore
,

please."
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6研 究 の 成 果 と課 題

(1)T-Fテ ス トにつ いて

ア 実 際 に授 業 の 中 で使 って み た と ころ、 目新 しさ もあ り、概 して好 評 で あ った 。解 答 用

紙 の形 態 にっ い て は 、雑 誌 等 で な じみ の あ る生 徒 が 多 く受 け入 れ やす か ったよ うで あ る。

ど の ゴー ル に到 達 す るか につ いて は偶 然 性 が あ り、 ゲ ー ム的 な 要素 が 含 ま れ て い る た あ

に、 単 にT又 はFだ け で答 え るT-Fテ ス トよ り も、生 徒 の意 欲 が 一 層 高 ま った 。

イ 初 あ は積 極 的 に この活 動 に取 り組 む 生 徒 も、 回 を重 ね る と、 興味 が 薄 れて く る。 い か

に生 徒 の興 味 を持 続 させ るか 、 さ らに検 討 を 要 す る。

ウ 解 答 用 紙 を提 出 させ 、生 徒 の解 答 の傾 向 をっ か む た あ に は、 資 料2の よ うに解 答 用 紙

の矢 印部 分 に○ 又 は ×を書 く形 で答 え あわ せ を させ れ ば チ ェ ック しやす い 。

(2)Q&Aに つ い て

ア 実 際 に授 業 の 中 で 、warm-upと して行 って み たが、 おおむ ね好評 であ った。生徒 に と っ

て は話 題 が 身近 で親 しみ や す く、 か っ今 ま で知 らなか った意 外 な情 報 が得 られ るか も し

れ な い と い う期 待 感 もあ る。 ま た 、 だ れ が最 初 に カ ー ドの人 物 を 当 て るか を 競 う と い う

ゲ ー ム性 も手 伝 って 、意 欲 的 に取 り組 む生 徒 が多 い。

イ1回 に1～2枚 の カ ー ドで10～15分 の活 動 が で き、warm-upに 適 して い る。

ウ 英 語 を 聞 くと きの集 中力 が っ いて きた。

エ ー 度 カー ドを 作 成 す れ ば 、 以後 の授 業 で継 続 的 に使 用 で き る。 た だ し、 マ ンネ リ化 を

招 か な い よ う に、 指 導 段 階 ・時期 に よ って 、 カ ー ドの文 型 ・内容 を作 りか え る必 要 が あ

る。

オ 単 に聞 き取 るだ けで な く、 話 す 能力 に もっ な げ た い 。 そ の た あ に 、 次 の 二 っ の事 項 に

つ い て十 分 な指 導 を 行 う。

① 教 師 に 聞 き返 す こ と。

② 教 師 の読 み 上 げた カ ー ドを作 成 した生 徒 本 人 に 、 カ ー ドの 内容 に っ いて 積 極 的 に英

語 で尋 ね る こ と。
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第3分 科会

1小 主題

生徒 に 自 ら発話 させ る指導 の工夫

2小 主題設 定の理由

英語 を何年 も学習 して きて も、満足 に話す ことがで きな い人 が多 い。それを少 しで も改 善

したい とい う願 いか ら、第3分 科会で はコ ミュニケー シ ョン能力 の中 の 「表 現 の能 力 」、 特

に 「話す こと」 に注 目 して研究を進 めることと した。

(1)「 話す こと」の指導 と音読指導

生徒 が積 極的 に発話をす るよ うにな るために は、適切 な音読指導等 で生徒 が英語 を声 に

出す ことに 自信が もてれば、「話す活動」へ の参加意欲 も高 ま り、 自分 の考 え な どを 自分

の言葉 で も表現 しよ うとす るよ うになると考 えた。

(2)音 読指導 の課題

しか し、実際 には学年 が進む にっれて一般的に音読 の声 が小 さ くなって い く。 この こと

は、生徒 が次第 に英語 を 自信を もって読む ことがで きな くな り、音読 が 「話す こと」 の基

本 とな ってい くことを実感で きないで いることを表 して いる。そ こで、 自然 な リズ ムや イ

ン トネー シ ョンを重視 した音読の指導 によ り、「話す こと」 へ の指 導 につ なげ て い け るの

ではないか と考えた。

(3>「 話す こと」への段階的 な指導

英語 で声 を出す ことに自信を もたせ る音読 か ら、 さらに自分の言葉で表現す る活動 へ と

少 しずっ活動 内容を高度 に して い く段階的 な指導を工 夫す る必要 が ある と考 えた。

そ こで本 分科 会で は、生徒が主体的 に発話 で きるよ うにな るため には、 日常 の授 業 の中

でどのよ うな音読 指導や、「英語 を話す活動」 を行 って いけば よ いか が重 要 な課 題 とな る

と考 え、 この小主題 を設 定 した。

3仮 説

生徒 に、基礎 ・基 本の力を付 けなが ら、英語 を話 す活動 を継続 的 に与えて いけば、

自信 を もって 自 ら発話 で きるよ うにな るであ ろう。

4実 態 調 査 の 結 果

7月 に都 内 公 立 中学 校 生 徒 約1,000人 を対 象 に 、次 の ア ンケ ー ト調 査 を行 っ た。

〔質 問1〕

楽 しい

どちら

い'・ し

獲 笏
勿

窪a

'

一 一
i.:

'9謎
♂
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29年

え ない

「声を 出 して教科 書 を読 む ことは楽 しいですか 」

・しくないD「 楽 し くな い と答 え た理 由」

(ア)単語が 読 めない(イ)自 信が ない(ウ)恥 ずか しい

とも言え ない

年

年

-

り
乙
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質 問1に ついては、学年 が上 が るにっ れて 「楽 しくない」の割 合が増加 している。これは、

「自信 を もって読 め ない」「単語 の読み方がわか らない」 といった理 由に よると思われ る。 し

たが って、教科書 の音読練習の指導法を工 夫す る必要 があ る。

次 に、「どち らとも言 えない」 と 「楽 しくない」 の割合 の多 さに も注 目 した い。 これ は、

一 般 に音読 指導の工夫 の足 りなさを表 して いるので はないか
。音読練習 が 「実 際 に発話 を促

す練 習内容 」 にな って いるか、又 「基礎 的な音読練習 の積 み重 ねが、英語 を話 す ことへ の 自

信 にっなが る」 とい う意識 を生徒 にもたせ るよ うに音読練習 を進 めて い るかを考 え る必要 が

ある。

〔質 問2〕

楽 しい

どちら

い'し

雛 箋…

㎜f.

蓋 }
…i熱

♂曄煮 森'

.襲 iit_. ｬ:'ti

2年

えない

「授業中友達 どう しで英語で質問 し合 うことは楽 しいですか」

しくない⇒ 「楽 しくないと答えた理由」

(ア)やり方がわか らない(イ)面 倒 くさい(ウ)恥 ずか しい

1年一
2年薗 馨璽簸璽璽蓋錘箋[=コ

顧㌔
＼..

3年%璽 璽璽垂藍璽垂璽==コ

とも言えない
%

0102030905060708090.10.0

質 問2に っ いて は、 「楽 しい」 と答 え た ものが1年 生 で36.5%い る。 こ れ は 、 初 め て 学 習

す る英語 に対 して の興 味 ・関 心 の 強 さや 、 ペ アー ワー ク等 授 業 形 態 の面 白 さに よ る結 果 で あ

る と思 わ れ る。 しか し、質 問 し合 う内容 に つ い て は、 単 純 で、 生 徒 の知 的 レベ ル に 合 って い

な い もの が多 い た あ 、約5割 の1年 生 は 「ど ち らと も言 え な い」 と答 えて い るの で は な い だ

ろ うか 。2・3年 生 に っ い て も、約6割 もの生 徒 が 「ど ち らと も言 え な い」 と答 え て い る。

こ れ も質 問 し合 う内容 が 「生 徒 自身 が 英 語 を よ り使 って み た い」 と思 え る よ うな 、 「意 味 の

あ る もの」 に な って い な い こ とが原 因 の一 っ で あ る と思 わ れ る。 つ ま り、 知 的 レベ ル に 合 っ

て お り、 興 味 を も って 自 ら発 話 で きる よ うな内 容 を もっ た言語 活 動 の工 夫 を 継 続 して行 って

い く ことが 必 要 で あ る。

5具 体 的 方 策

本 分 科 会 で は 、生 徒 が 自信 を も って 発 話 す る ため の 基 礎 とな る音 読 指 導 、 及 び生 徒 が 意 欲

を もて るよ うな活動 にっ いて塗討 した。 なお、後者 につ いて は、以下の ような状況 で行 う活

動 が 考 え られ る。

(1)英 語 を 話 さ ざ る をえ な い状 況

例 ①RetellingOQuestions&Answers等 の活 動 。

② 英語 を 話 した くな る状 況

例 ①ALTと の 協 同 授 業 の 中 で の活 動 。 ② 個 人 の情 報 に基 づ く活 動 。

③ 「電 話 で 友達 を 誘 う」等 、個 人 へ の メ ッセ ー ジ性 の高 い活 動 。

(3>実 際 の言 語 使 用 に近 い状 況

例 ①Show&TellOlnterviewing&Reporting③Speech等 の活 動 。

以 下 に 、音 読 の指 導 例 と、 い くっ か の活 動 の指 導 例 を示 す 。
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指 導 例1音 読

① 指 導 の ね らい と留 意 点

教 科 書 の音 読 は 「話 す こ と」 の言 語 活 動 の一 つ で あ る。 さ らに、 内 容 を理 解 した 上 で

の音 読 で あ れ ば 、理 解 した 内容 を表 現 し、発 表 す る場 とす る こと が で き る。

自信 を も って教 科 書 を読 む こ とが で き るよ うにす るた あ の工 夫 と して 、 リズ ム や イ ン

トネ ー シ ョンを重 視 して 、 よ り 自然 な英 語 に近 い読 み方 の指 導 をす る。 リズ ム ボ ッ ク ス

や 手 拍 子 等 を利 用 す る こ とで 、平 た ん に な りが ち な教 室 で の音 読 に変 化 を もた せ る こ と

が で き る。 多少 の発 音 や ア クセ ン トの 間違 い が あ った と して も、正 しい セ ンテ ンス ス ト

レスが お か れ て英 語 の 流 れ に の って い るな らば相 手 に は意 味 が通 じ る。 ま た 逆 に そ れ が

で きて い な い と、 た とえ一 っ一 っ の単 語 の発 音 が正 し くて も、 非 常 に通 じに くい と い う

こ とを生 徒 た ち に も実 感 させ た い 。 た だ し、入 門 期 の段 階 で は 、個 々 の単 語 の 発 音 ・ア

ク セ ン トに つ い て も必 要 に応 じて 、 し っか り と指 導 して い きた い 。

② 指 導 内容 ・方 法

ア 教 科 書 を書 き換 え た 音読 指導

教 科 書 の音 読 指 導 は、生 徒 に た だ単 に テ ー プ レコー ダー の後 に っ いて 「まね て読 め」

と い うの で はな く、 ど こを 強 く読 む べ きか な どを指 導 して い く必 要 が あ る。 その上 で 、

教 師 や テ ー プ の後 に つ いて徹 底 的 に読 み の練 習 を繰 り返 して み た 。教 科 書 で は リズ ム

に乗 りに くい構 成 に な って い る場 合 もあ る。 そ の よ うな と きに は教 師 側 で 、 生 徒 が 読

み やす い よ うに 、 そ して そ の ペ ー ジの 目標 文 が 印 象 に残 りや す いよ うに書 き換 え た も

の を与 え て み た 。

<教 科 書 の 書 き 換 え 例>

EWTOTALENGLISHl

p.37Lesson6D

S:Myfatherhasahobby.

Heisapainter.

Hepaintspictures

ofmountainscenery.

Y:Isyourmothera

painter,too?

S:Yes,sheis.

Y:Issheagoodpainter?

S:No.Sheisn'tavery

goodpainter.

→

Myfatherhasahobby.

Heisagoodpainter.

Mymotherhasahobby.

Sheisapainter.

Butsheisn'tagoodpainter.

Mybrotherhasahobby.

Heisapainter,too.

Isheagoodpainter?

Yes,heis.He'saverygoodpainter.

Mysisterhasahobby.

Sheisapainter,too.

Issheagoodpainter?

Oh,no.

Sheisn'taverygoodpainter.

リズ ム に乗 りやす い もの へ の書 き換 え に は 、 ま ず 「文 法 事 項 ・語 い ・特 定 の発 音 」

の いず れ に焦 点 を絞 って書 き換 え るか を決 あ る。 そ して 、 重 点 的 に教 え た い項 目 を 繰

り返 し使 うよ うに工 夫 す る。 そ の と き、one-two-three-fourの ビー トを 手 拍 子 や 指 の

●
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ス ナ ップ等 で カ ウ ン トしなが ら書 きか え る よ う にす る

と よ い。 あ くまで も、 この1-2-3-4の ビー トは

ス トレスが お か れ る語 に対 応 して い く もの で あ る。

イ リズ ム を重 視 した音 読 指 導

以 前 か ら行 わ れ て い た、[readaloud→memQrize→

repeat]を 少 し変 え て み た形 の[リ ズ ム を重 視 した音

例)

12

Myfatherhasahobby.

34

Heisapainter.

読 →read-and-lookup-and-say→ 暗 唱(音 読 を 続 け る こ とに よ って 自 然 に 暗 唱 が で き

るよ うに な る)]に 取 り組 ん でみ た。 手拍 子 や机 を タ ップす るとい った単純 な ビー トを教

室 の 中 に響 かせ るだけ で、生 徒 た ちの音 読 に リズ ムが生 まれ て くる。 顔 を上 げて 「言 う」

と きに一 人 一 人 の顔 が本 か ら離 れて 、 しっか り と声 を出 して い るか よ く観 察 す る必 要 が

あ る。 この活動 は、結 果 的 には、教 師 に向か って 「話 す こ と」 に な る と考 え られ る。

ウ 内容 理 解 を 先 行 させ る音 読 指 導

な お 、音 読練 習 の 前 にOralIntroductionな ど に よ り、 教 材 の 内 容 を 理 解 させ て お

くこ とや 、 練 習 中 は、 絶 え ず教 師 が発 音 を チ ェ ッ クす る こ と も必 要 で あ る。

③ 考 察

本 指 導 を通 して 、 多 くの生 徒 が意 欲 的 に音 読 に取 り組 み、 結 果 と して 、 自然 に暗 唱 で

き る者 も多 くな っ た。 この よ うな 活動 を継 続 す る こ とで、 生 徒 は英 語 を音 声 化 す る こ と

に 自信 を もっ こ とが で き、 更 に高 度 な活動(Show&Tell,Speech,Skitな ど)へ と発 展

させ て い く ことが で き る。

手旨導{列2Retelling

① 指導 の ね らい と留 意 点

「英 語 を話 さ ざ るを え な い状 況 」 の例 と して 、Retellingを 取 り上 げ た 。 これ は 、 教 科

書 本 文 の 内容 、又 はそ れ をrewriteし た もの を 、 生 徒 が 少 しで も多 く 自 分 の 言 葉 で話 す

活 動 で あ る。 この言 語 活 動 は、以 下 に示 す よ うな手 順 で行 う こ とが大 切 で あ る。

ま ず 、OralIntroduction(interaction)の 際 の 「板 書 計 画 」 を し っ か り と立 て て お く

必 要 が あ る。 板 書 に は絵 や キ ー ワー ドな どを工 夫 す る。生 徒 は板書 を 見 なが ら、Retelling

を す る。 初 期 の段 階 で は、 これ を プ リ ン トして 、練 習 の と きに生 徒 に持 たせ る方 が 活 動

を しや す い。 ま た、 教 科 書 の対 話 文 は、教 師 がnarrativeに 書 き換 え て 、 それ を教 材 と し

て 用 い る方 が 活 動 を 行 わ せ や す い。 この活 動 は生 徒 の 「モ ノ ロ ー グ」 の形 を 取 るか らで

あ る。

な お 、 こ の活 動 の 延 長 線 上 にOralDescribing(Talking)、 例 え ば 、Show&Tell

(指 導 例3参 照)やStory-telling,Speechが あ る。Story-tellingは 、 自分 で 作 り 出 した ス

トー リー を語 る活 動 で あ る ので 、Retellingの 次 に くる もの と位 置 づ け られ る 。

② 指 導 内 容 ・方 法

ア 指 導 手 順(導 入 時)の 例

a.教 師 に よ るOralintroductiOn(interaction)

b.Explanation(a.で 触 れ られ な か った部 分)
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c.Readin9(Chorus→Buzz→lndividual、 指 導 例1参 照)'

d.教 師 に よ るRetellingの モデ ル提 示(慣 れて くれ ば 、省 略 可)

e.Practice(ペ ァで話 し手 と聞 き手 に な って)

f.Demonstration

イ 指 導 手 順(復 習 時)の 例

a.Choralreading

b.Questions&Answers(復 習教 材 に 関 す る もの 。慣 れ て くれ ば 、 省 略 可)

c.Retelling(Practice-Demonstration)

③ 考 察

この活 動 は1年 次 か ら取 り組 ん だ 。 ま た 、丁 寧 に教 え 、少 しず っ 自信 を 与 え な が ら、

生 徒 の発 話 量 を徐 々 に増 や して い くこ とが で きた 。

な お 、生 徒 に教 科 書 の本 文 の 丸 暗記 を課 す る もの で はな い こ とに も留 意 した 。 ま た 、

教 科 書 のOralintroduction(interaction)で は触 れ られ なか った部 分 も当 然 あ る わ け な

の で 、rewriteの 中 で 更 に情 報 を 付 け加 え て 内 容 を ふ く ら ま せ た り、 絵 等 の 視 聴 覚 的 教

材 を補 助 と して 用 い た 口頭 発 表 もさせ る こ とが で きた 。

指 導例3Show&Tell

① 指導 のね らいと留意点

「実 際の言語 使用 に近 い状況」を設定す る指導 例 と して、Show&Tellが 挙 げ られ る。

このShow&Tellは 、話 し手が本当 に伝え たい内容を、聞 き手 にわか って もら うた あ に

表現 す る活動 であ り、 また、聞 き手 も相手の話 に興味を もって聞 こうとす る活動 である。

発表 の際 には、必ず その内容を示す実物や、絵 ・写真 などを提示す る ことで、話 し手 に

とって も話 しやす く、 また、聞 き手 にとって も理解 しやす くなる。

なお、扱 う話題 に必要 な言語材料 や語 いを必要 に応 じて指導す る。

② 指導 内容 ・方法

ア 指導 内容

生徒 にとって適切 な話題を選定す る。以下 に例を挙 げる。

①本 人に関す ること

②家族 ・友 人に関す ること

③ 日常生活 に関す ること

④学校生活 に関 す ること

⑤地域社会 に関 す ること

⑥旅行 に関す ること

⑦文学 ・芸術 に関す ること

例:自 己紹 介 、 私 の趣 味 、 好 き な ス ポ ー ツ ・食 べ物 、 宝 物

例:私 の 家族 、 私 の友 人 、 私 の ペ ッ ト

例:私 の1日 、 私 の好 きな テ レ ビ番組

例:学 校 紹 介 、 ク ラ ブ活 動 、遠 足 、修 学 旅 行 、 将 来 の夢

例:私 の 町

例:夏 休 み 、冬 休 み 、 国 内旅 行 、海 外 旅 行

例:私 の好 きな本 、音 楽 、美 術

イ 指 導 方 法

毎 回 、 授 業 の始 あ5～10分 程 度5～6人 ぐ らいず つ 前 に 出 て発 表 す る。(個 人 か 班)

そ して 、 そ の 内容 に つ い て 、質 疑 ・応 答 を行 う。(個 人 か班)
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・指 導 手 順 の例

a.話 題 を与 え 、 文 章 を作 成 させ る。

b.ペ ア で練 習 し、班 内 で発 表 させ る。

c.全 体 の前 で 発表 させ る。

d.聞 き手 に は、 必 ず質 問 を させ る。

ウ 【生徒作品例】(夏 休 みの思 い出)

Iwenttograndmother'shousewith

myfamily.

IgotaWALKMAN.

Itsoundedverygood.

SoIwasveryveryhappy.

羅丁
圏

鰐難顯

麟痴1軌
》 、難㌔ 謹

(ペ アで の練習)

(原 文 の ま ま)
聴

　　　　き　　　

=一`._.

負叛Fm皇 一 輪 穐醜
誕 缶

(Show&Tellの 発表)

⑧ 考 察

ShQW&Tellで 扱 う題 材 は生 徒 に と って身 近 な もの で あ り、 自分 の本 当 に伝 え た い 内

容 な の で 、 楽 し く話 せ た とい う 自己評 価 が 非 常 に多 か っ た。 しか も、 最 初 に ペ アで 練 習

し、次 に班 内 で発 表 し合 って い る の で、 段 階 を追 って 発 表 す る訓 練 の場 に もな った 。 こ

の よ う に、 実 際 の言 語 使 用 に よ り近 い状 況 を 設 定 し、 継 続 的 ・段 階 的 に指 導 す る ことで、

生 徒 は、 自信 を も って主 体 的 に話 そ う とす る よ うに な って き た。 さ らに 、聞 き手 も実 物

な どが あ る たあ 、興 味 を もって 聞 く こ とが で きた。

以 下 に生 徒 の 感 想 を い くっ か挙 げ て み る。

生 徒A『 最 初 は発 表 す るの が い や だ った け ど 、 みん な が発 表 す るの を見 て 自分 も 自信

が っ き、 英 語 が 楽 し く話 せ た と思 う。 今度 は下 を見 な い で顔 を上 げ て 、 大 き い声

で は っき りと話 した り、 体 を使 って表 現 す れ ば 、 も っ とよ くな る と思 っ た。』

生 徒B『 ふ だ ん あ ま り自分 の 思 いを書 い た り、話 した りす る機 会 が な い の で 結 構 楽 し

か った。 そ れ に 、前 にで て 発 表 した と き、 み ん な が 聞 い て い て くれ た の で うれ し

か っ'たし、 自信 がっ い た。』

生 徒C『 この活 動 を通 じて 、 自分 の考 え や で き ご とに っ い て話 せ るよ う に な った。 ま

た 、相 手 の話 を聞 き取 る ことが で きた 。 も っ と単 語 を知 って いれ ば 、 も っ と い ろ

い ろ な表 現 が で き るのだ な と思 っ た。 あ とは、対話 な どがで きれ ば いい と思 った。』

生 徒D『 今 まで は全 く英 語 を 話 せ なか った け ど、簡 単 な英 語 の文 を話 せ る よ うに な っ

た 。』
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6研 究 の 成 果 と課 題

「話 す こと」 の指 導 で は 、 自信 を も って声 を 出す こ とが基 礎 ・基 本 の力 と な る た め 、 音 読

を重 視 した。 更 に 「英 語 を話 す 活 動 」 を継 続 的 に行 う こ とが重 要 で あ る とい う考 え に立 ち 、

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 を 高 め る音 読 の在 り方 やRetelling,Show&Te11な ど の 活 動 を 取 り

入 れ た 指 導 の研 究 を進 あ た 。 そ の結 果 、次 の よ うな成 果 と課 題 が 明 らか に な っ た。

(1)成 果

ア リズ ムや イ ン トネ ー シ ョンを重 視 して 、 よ り 自然 な英 語 に近 い読 み 方 に な る よ う に工

夫 して 指 導 す る こ とで 、正 しい セ ンテ ンス ス ト レス を身 に付 け 、 自信 を も って 音 読 で き

る よ うに な った 。 同時 に 、音 読 の成 果 を、 他 の活 動 の中 で も状 況 に応 じて生 か せ る生 徒

が 見 られ る よ うに な った。 従 って音 読 は そ れ だ け に止 ま る の で は な く、 「英 語 を 話 す 活

動 」 の基 礎 と な る ことが 実 感 で きた。

イ 教 科 書 の文 を そ の ま ま音 読 させ るばか りで な く、 乗 りやす い リズ ム に な る よ うに 文 を

書 き換 え て 音 読 させ る こ とに よ り、 大 切 な文 型 な ど の覚 え やす さ も伴 い 、意 欲 的 に音 読

を 行 う生 徒 が 増 え た。

ウ 発 話 す る機 会 を で き るだ け多 く授 業 の中 に取 り入 れ る こ とで 、生 徒 が 日常 の音 読 練 習

の 大 切 さを 実 感 して 、 更 に意 欲 的 に取 り組 む よ うに な った 。

エRetellingで は、 そ の学 習 段 階 に応 じて 活 動 で き る た め 、生 徒 自身 が抵 抗 な く取 り組 む

こ とが で き る。 そ して 、 学 習 が進 ん で くる と 自分 で積極 的 に内容 を膨 らませ るよ うにな っ

た り、 異 な っ た表 現 を使 った りす る生 徒 もでて きた。

オShow&Tellの 活 動 で は 、初 め の うち は恥 ず か しさ や 自信 の な さ で 発 表 で き な か っ た

生 徒 もい た。 しか し徐 々 に ペ ア や小 集 団 の 練 習 で 自信 を っ け た り、他 の生 徒 の 発 表 を 聞

い た り して い く うち に、 発 表 内容 の メ モ を見 な い で行 お う とす る意 欲 的 な態 度 を 示 す 者

もで る よ うに な っ た。

(2)課 題

アRetellingやShow&Tellは 、 毎 時 間 行 うわ け で は な い。 そ の た め 、 音 読 の 楽 しさ に 関

して 「ど ち らと もい え な い」 ま た は 「楽 し くな い」 と感 じて い る生 徒 に 、音 読 が 「英 語

を話 す こと」 に有 効 で あ る こと を実 感 させ られ る よ うな他 の言 語 活 動 を で き るだ け 多 く

取 り入 れ る工 夫 が 必 要 で あ る。

イ 音 読練 習 や 発 話 の 機 会 を 増 やす ため に、 一 時 間 一 時 間 の 指 導 過 程 や年 間指 導 計 画 を 十

分 吟 味 す る必 要 が あ る。

ウ 「話 す こ と」 の 指 導 で は、 一 人 一 人 の 興 味 ・関心 に応 じた内 容 の 設 定 や個 別 指 導 を 工

夫 す る必 要 が あ る。

エ 「話 す こと」 の活動 にっ いて は、 そ の 発達 段 階 に応 じた評 価 方 法 を研 究 す る必 要 が あ

る。

オ 「表 現 の 能 力 」 の 「書 くこ と」 との 関 連 にっ いて の 研 究 が で きなか った た め、 そ れ が

今後 の 課題 と して 残 され た 。
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Vま とめと今後の課題

本 研 究 は、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 を 高 あ るた め に は、何 よ り も基 礎 ・基 本 の 充 実 を 図 る こ

とが不 可 欠 で あ る、 と い う共 通 認 識 の もとで ス ター トした 。「コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン能 力 を 高 あ

るた め に 、 基礎 的 な能 力 の 育 成 を 重 視 す る指導 の工 夫 」 とい う主 題 を掲 げ 、三 っ の 分科 会 で そ

れ ぞ れ仮 説 を 立 て て 研 究 した。

第1分 科 会 で は、 英 語 に対 す る興 味 ・関心 。意 欲 を どのよ うに引 き出 した ら、積 極 的 な コ ミュ

ニ ケ ー シ ョ ン活 動 へ とっ な げ る こ とが で き るか とい う観 点 で、 研 究 を行 った 。実 態 調 査 に よ る

と、生 徒 が 英 語 の 授 業 を 楽 しい と感 じる理 由 と して 、4技 能 を そ れ ぞ れ伸 ば せ る よ うな、 多 様

な授 業 形 態 を 挙 げて い る者 が 多 く見 られ た 。 そ こで 、 さ らに英 語 に対 す る興 味 や 関心 を 抱 か せ

るよ うな言 語 活動 を 絞 り こん で 、 そ れ ぞ れ に発 展 さ せ る こ とに した。 ゲ ー ム は工 夫 次 第 で 、 生

徒 が積 極 的 に コ ミュニ ケー シ ョ ンを 図 ろ う とす る言 語 活 動 と な る。 ビデ オ は、 生 徒 に感 動 を 与

え る ひ と こ とに注 目 させ 、 そ れ が実 際 の場 面 の中 で ど う用 い られ て い るか を 聞 き取 らせ 、 実 感

させ る教 材 で あ る。英 語 の歌 は、楽 しみ な が らwarm-upを 図 れ る と い っ た効 果 を ね らい と した

もの で あ る 。3年 生 で行 った ス ピー チ は 、回 を追 うご と に話 し手 の 発 表 意 欲 が 高 ま り、 そ れ ゆ

え に聞 き手 とな って い る生 徒 に も、 主 体 的 に集 中 して 聞 こ うとす る態度 が 生 まれ て い った 。

第2分 科 会 で は、 日 々 の授 業 の なか で、 継 続 的 、 効 果 的 に リス ニ ング指 導 を 行 う こ とで 、 リ

ス ニ ング能 力 を 高 め、 さ らに コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン活 動 へ と発展 させ る指 導 の在 り方 を研 究 した。

現 在 実 践 して い る リス ニ ン グ指 導 法 の 具 体 例 を集 め た 結 果 、 多 く の先 生 方 がTrueorFalse

(T-F)とQuestionandAnswers(Q&A)を 取 り入 れ て い る こ と に着 目 した。 そ こ で 、 従

来 の や り方 に ゲ ー ム性 を 加 味 し、 生 徒 の 興 味 を 引 き付 け よ う と工 夫 を重 ね た 。T-Fで は 、32

通 りの用 紙 を作 成 す る こ とで 、毎 回 集 中 して聞 く生 徒 が増 え た 。 ま たQ&Aで は、単 な る聞 き

取 り練 習 で はな く、積 極 的 な発 話 に もつ な が って い くよ う工 夫 した。 そ の結 果 、英 文 の 内 容 に

興 味 を 抱 き 、多 くの生 徒 が以 前 よ り積 極 的 に聞 き、話 そ うとす る態 度 が 見 え る よ うに な っ て き

た 。

第3分 科 会 で は、 リズ ム 、 イ ン トネ ー シ ョ ンな どを 重 視 した音読 を積 み 重 ね、 継 続 的 に 英 語

を話 す 機 会 を与 え る こと に よ り、生 徒 は 自信 を も って 自 ら発 話 す る よ うに な る と考 え 、研 究 を

行 っ た。 音 読 は外 国 語 学 習 に と って 大 切 な指 導 の 一 っ で あ りなが ら、学 年 が 進 む にっ れ て 生 徒

の声 が 小 さ くな りが ち で あ る。 そ こで、 音 読 しや す い リズ ム感 の あ る文 に 書 き換 え る等 の 工 夫

を加 え て 指 導 を行 った結 果 、意 欲 的 に音 読 す る生 徒 が 増 え た 。 さ らにRetellingやShow&Tell

とい った 活 動 を 取 り入 れ る と、 音 読 が 英 語 を話 す基 本 とな る こ とを実 感 し、 日常 の 音 読 練 習 を

大 切 に す る よ う にな る な ど、 相 乗 効 果 を もた らす よ うに な った 。

この研 究 を通 して 、継 続 的 に生 徒 の 興 味 や関 心 を 向 け させ 、 しか も意 欲 的 に取 り組 め る よ う

な教 材 の精 選 を 図 る こ とが 大 切 で あ る こ と と、基 礎 的 ・基 本 的事 項 を定 着 させ 、伸 ば して い け

ば 、 や が て コ ミ議ニ ケ ー シ 訟 ン活 動 へ とっ な が り発 展 させ られ る ことが わ か った 。

これ か ら も生 徒 一 人一 人 の興 味 ・関 心 に応 じた教 材 作 りの研 究 と と もに 、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ

ン能 力 の育 成 を 圏指 した授 業 の工 夫 にっ いて 、研 究 を深 めて い きた い。
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